日本小児内分泌学会糖代謝委員会作成
小児・思春期1型糖尿病診療支援ツール（2025年版）③


日本小児内分泌学会糖代謝委員会作成
小児・思春期1型糖尿病診療支援ツール（2025年版）③

「1型糖尿病発症時の学校への連絡テンプレート」

この資料は、日本小児内分泌学会糖代謝委員会が、小児・思春期1型糖尿病診療支援ツールとして作成しました。1型糖尿病の診療の際、お役に立てれば幸いです。
利用する際は、資料をダウンロードして、患者、学校、医療機関、地域等の現状に合わせて、利用者が、加筆・修正の上、利用者の責任でご利用ください。本資料をもとに作成された資料等に対しては、日本小児内分泌学会は免責とさせていただきます。





〇〇〇〇年〇〇月〇〇日


〇〇〇〇学校
校長先生、教頭先生、担任先生、養護教諭先生
〇〇〇〇病院　〇〇科
○○ 〇〇（医師名）

拝啓　平素より大変お世話になっております。
さて、貴学校〇年生の〇〇さんについてご報告ならびにお願いがございます。〇〇〇〇さんは、1型糖尿病を発症し、現在、〇〇〇病院〇〇科に入院中です。
１型糖尿病とは、膵臓からのインスリン分泌が障害される疾患です。現在のところインスリン注射が唯一の治療となっております。
食後の血糖の上昇を抑えるため、インスリンを食事前（あるいは食後）に注射する必要があります。インスリン注射を行えば今まで通り他のお友達と同じように学校生活を送れます。学校生活で起こりうる問題としては、低血糖があります。低血糖は、いつも通り食べられなかった時や、激しい運動をした時に起こりやすくなります。低血糖時は、補食（グルコース錠、砂糖など）をとるとすぐに軽快します。ほとんどの低血糖には、本人が自分自身で対応できるようになります。また、激しい運動（たとえば部活動）がある時は、インスリン注射の量を減らすように指導しておりますので、頻回に起こすようなことはないと存じます。インスリン注射をしっかり行い、低血糖に対処すれば、学校生活での制限は不要です。
安心して学校生活をするために、①本人が、昼食前にインスリン注射と血糖測定を実施できる時間と場所の確保、②低血糖時に、本人が補食をできるような環境を、ご高配頂ければ幸甚でございます。
日常生活でのインスリン注射、血糖測定は、本人にとっては、負担にならないとは言えません。しかし、それを乗り越えてこそ、彼・彼女に明るい将来が待っています。○○○○さんが、学校生活と糖尿病の治療が両立できるように、先生方のご支援をいただければ幸甚でございます。何卒、よろしくお願い申し上げます。不明な点がございましたら、何なりと下記までご連絡いただければ幸甚でございます。
また、○○○○さんも登校する前に、一度、今後の学校生活について、先生方と保護者と主治医と相談する機会をいただければ幸いです。ご検討の程、何卒宜しくお願い申し上げます。
敬具

〇〇〇病院　〇〇科
○○ 〇〇（医師名）
E-mail: ○〇〇○@〇〇〇.〇〇
TEL: ○○-○○-○○○（外来受付）
TEL: ○○-○○-○○○（病棟）

